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地
域
に
親
し
ま
れ
る
香
川
の
国
有
林

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉　

　

飯い
い
の
や
ま

野
山
（
飯い

い
や
ま山

国
有
林
）

　

香
川
県
の
西
部
に
位
置
す
る
飯
野
山

は
、
別
名
を
讃
岐
富
士
と
呼
び
、
標
高

４
２
２
ｍ
の
独
立
峰
で
す
。
一
時
間
程
度

で
山
頂
ま
で
登
れ
る
気
軽
さ
か
ら
、
ハ
イ

キ
ン
グ
や
健
康
増
進
に
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
年
間
約
３
万
８
千
人
の
利
用
者
が

訪
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
参
加
に
よ
る
登
山
道
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
雨
が
降
る
と

登
山
道
が
流
水
に
よ
り
洗
掘
さ
れ
荒
れ
て

し
ま
う
た
め
、
丸
亀
市
・
坂
出
市
と
当
所

が
協
力
し
、
登
山
口
に
小
石
と
土
を
用
意

し
、
登
山
者
の
協
力
を
得
て
登
山
道
の
補

修
を
行
う
〈
一
日
一
石
運
動
〉
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

屋や

島し
ま

国
有
林

　

高
松
市
の
東
側
に
位
置
す
る
屋
島
国
有

林
は
、
屋
根
の
形
を
し
た
溶
岩
台
地
で
、

山
頂
か
ら
は
瀬
戸
内
海
が
一
望
で
き
ま
す
。

　

屋
島
国
有
林
の
西
岸
域
に
、
今
か
ら
約

８
百
年
前
に
源
平
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
壇
ノ
浦
が
あ
り
ま
す
。
平
家
が
軍
船
を

隠
し
た
「
船
隠
し
」
や
、那
須
与
一
が
「
扇

里山まつり（令和２年度は中止）

飯野山遠望

ドローンで撮影した屋島国有林

の
的
」
の
矢
の
命
中
を
祈
っ
た
「
祈
り
岩
」

な
ど
合
戦
の
逸
話
を
伝
え
る
史
跡
が
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。

  

屋
島
国
有
林
の
最
北
端
に
位
置
す
る
長

崎
の
鼻
に
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
砲
台
跡

が
あ
り
ま
す
。
１
８
５
３
年
ペ
リ
ー
が
軍

艦
を
率
い
て
浦
賀
に
来
航
し
て
以
来
、
海

防
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
中

で
、
讃
岐
で
は
、
１
８
６
３
年
、
幕
府
の

命
を
受
け
た
高
松
藩
主
松ま

つ
だ
い
ら
よ
り
と
し

平
賴
聴
が
高
松

の
港
を
守
る
た
め
、
こ
こ
に
砲
台
を
築
い

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

香
川
県
内
の
景
勝
地
に
関
係
す
る
国
有
林

は
、
こ
の
ほ
か
に
も
高
松
市
内
の
「
栗
林
公

園
」
の
隣
接
地
、
県
西
部
に
あ
る
雲
辺
寺

（
観
音
寺
市
）
や
県
東
部
に
あ
る
引ひ

け

た田
城
址

等
（
東
か
が
わ
市
）
周
辺
等
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
市
民
や
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る

景
勝
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
是

非
香
川
県
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

瀬戸内海を一望する長崎の鼻 住宅街から見た屋島国有林
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不
入
山
風
景
林
は
、
四
国
カ
ル
ス
ト
か

ら
連
な
る
峰
々
の
頂
、
最
後
の
清
流
と
言

わ
れ
る
四
万
十
川
の
源
流
に
位
置
し
ま
す
。

　

標
高
１
，
３
３
６
ｍ
の
不
入
山
は
、
か

つ
て
は
土
佐
藩
の
御お

と
め
や
ま

留
山
で
し
た
。
江
戸

時
代
な
ど
に
は
、
全
国
に
数
多
く
の
御
留

山
と
言
わ
れ
た
山
が
あ
り
、
一
般
の
人
々

の
立
ち
入
り
や
樹
木
の
伐
採
を
禁
じ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
不
入
山
の
名
前
が
つ
い
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
入
山
の
最
大
の
魅
力
は
、
全
長
１
９
６

㎞
に
及
ぶ
四
万
十
川
が
こ
こ
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
南
側
の
登
山
口
か
ら

約
25
分
、
２
つ
の
谷
の
合
流
点
に
源
流
点

の
木
標
が
あ
り
、
さ
ら
に
谷
を
上
が
っ
て

い
く
と
岩
の
間
か
ら
し
た
た
る
源
水
点
で

す
。
な
お
、
源
水
点
（
地
表
に
水
が
出
て

く
る
最
初
の
時
点
）
ま
で
は
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

不
入
山
の
山
頂
か
ら
は
、
北
に
石
灰
岩

鉱
山
と
し
て
知
ら
れ
る
鳥と

り
が
た
や
ま

形
山
、
西
に
四

国
カ
ル
ス
ト
、
南
に
は
津
野
町
や
中
土
佐

町
の
山
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
自
然
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
特
に
５

月
に
は
、
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
や
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
な
ど
が
山
を
彩
り
、
そ
れ
ら
を
楽
し
み

な
が
ら
登
山
で
き
る
こ
と
か
ら
た
く
さ
ん

の
登
山
者
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

不
入
山
に
は
登
山
道
、
尾
根
コ
ー
ス
、

幽
谷
コ
ー
ス
、
南
一
周
コ
ー
ス
の
４
コ
ー

ス
あ
り
、
と
て
も
珍
し
い
天
然
コ
ウ
ヤ
マ

キ
の
純
群
落
、
太
郎
坊
の
大
ヒ
ノ
キ
や
ヒ

メ
シ
ャ
ラ
の
門
柱
な
ど
新
緑
、
紅
葉
、
落

葉
の
姿
な
ど
四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
ま
す
。

源流点標柱

ヒメシャラの門柱

源水点への道程標

　

近
年
、
登
山
者
も
多
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
当
署
で
は
、
令
和
元
年
度
に
南
側
「
源

流
の
碑
」
の
手
前
80
ｍ
程
の
道
路
端
に
大

き
な
案
内
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

メ
イ
ン
コ
ー
ス
の
要
所
５
カ
所
に
ユ
ニ
ボ

イ
ス
（
多
言
語
翻
訳
情
報
を
音
声
・
テ
キ

ス
ト
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
）
を
設
置
、

事
前
に
ア
プ
リ
を
取
得
し
て
お
け
ば
、
現

地
で
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
日
本

語
・
英
語
・
中
国
語
で
説
明
が
テ
キ
ス
ト

と
音
声
で
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
道
程
標
の
見
直
し
や
歩
道

四
万
十
川
の
源
流
「
不い
ら
ず
や
ま

入
山
風
景
林
」
へ〈

四
万
十
森
林
管
理
署
〉　

の
整
備
な
ど
を
関
係
機
関
と
調
整
し
な
が

ら
進
め
、
四
万
十
川
源
流
の
保
全
管
理
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

案内板南一周コ－ス途中から太平洋を望む
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レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
「
三
嶺
風
景

林
」（
旧
三
嶺
自
然
休
養
林
）
は
、
徳
島
県

と
高
知
県
の
境
に
位
置
し
、
物も
の
べ
が
わ

部
川
源
流

を
な
す
地
域
に
あ
り
、
三
嶺
（
１
８
９
３

ｍ
）、
西に
し
く
ま
や
ま

熊
山
（
１
８
１
５
ｍ
）、
白
髪
山

（
１
７
７
０
ｍ
）
な
ど
の
山
々
が
連
な
っ
て

い
ま
す
。

　

「
三
嶺
」
は
、
３
つ
の
う
ね
の
集
ま
り
で

「
ミ
ウ
ネ
」
と
呼
び
ま
す
が
、「
サ
ン
レ
イ
」

の
愛
称
で
も
広
く
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
嶺
の
山
麓
で
は
、
モ
ミ
、
ブ
ナ
、
ミ

ズ
ナ
ラ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
大
木
が
林
立
し

て
お
り
、
光
ひ
か
り
い
し石

登
山
口
か
ら
の
登
山
ル
ー

ト
に
あ
る
「
さ
お
り
が
原
」
で
は
、
林
野

庁
の
「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」
に
「
さ
お

り
が
原
の
巨
人
た
ち
」
と
し
て
に
選
定
さ

れ
て
い
る
イ
ヌ
ザ
ク
ラ(

幹
周
り
５
１
７

㎝
・
樹
高
30
ｍ)

と
ト
チ
ノ
キ
（
幹
周
り

三
嶺
頂
上

４
７
９
㎝
・
樹
高
25
ｍ
）
が
出
迎
え
て
く

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
稜
線
付
近
一
帯
は
、
サ
サ
類
・

ツ
ツ
ジ
類
が
群
生
し
、
春
か
ら
初
夏
に
か

け
て
そ
の
間
に
様
々
な
高
山
植
物
の
花
々

が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
山
頂
で

は
眼
下
に
西
熊
の
森
、
彼
方
に
太
平
洋
が

望
め
、
天
気
が
良
け
れ
ば
瀬
戸
内
海
も
眺

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

（イヌザクラ）

（トチノキ）

サ
サ
原
広
が
る
稜
線
沿
い
に
、

　
３
６
０
度
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め
る
三み

う

ね嶺
風
景
林

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉　
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望
で
き
る
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
自
然
豊
か
な
三
嶺
風
景
林

で
す
が
、
近
年
は
シ
カ
食
害
に
よ
り
、
自

然
植
生
に
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
一
年
を
通
し
た
シ
カ
の
捕
獲
、

鹿
防
護
ネ
ッ
ト
植
生
保
護
シ
ー
ト
の
設
置

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さおりが原の

巨人たち
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引
き
継
が
れ
る
支
援
活
動

高
知
の
緑
の
普
及
の
一
助
に

〈
技
術
普
及
課
〉

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
毎
年
３
月
１

日
か
ら
５
月
31
日
を
「
緑
の
募
金
強
化
期

間
」
に
設
定
し
、
緑
の
羽
根
の
配
布
と
あ

わ
せ
、
募
金
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

今
年
は
、
例
年
行
っ
て
い
る
高
知
市
の

中
央
公
園
や
帯
屋
町
周
辺
で
の
街
頭
募
金

活
動
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
期
間
中
、
多
く
の
皆
様
に
募
金

へ
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
先
日
、
高
知
県

森
と
緑
の
会
へ
納
付
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
が
、
高
知
県

の
森
林
整
備
や
緑
化
推
進
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
森
林
環
境
教
育
、
そ
し
て
木
の
文
化

の
普
及
活
動
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

大お
お
ど
う道
マ
ツ
の
再
生
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

高
知
県
高
岡
郡
四
万
十
町
（
旧き
ゅ
う
は
た
ぐ
ん

幡
多
郡

十と
お
わ
む
ら

和
村
）
大
道
の
古ふ
る
や
や
ま

屋
山
国
有
林
は
希
少

個
体
群
保
護
林
で
貴
重
な
大
道
マ
ツ
が
生

育
し
て
い
ま
す
。

　

大
道
マ
ツ
と
は
、
旧
幡
多
郡
十
和
村
大

道
地
区
に
自
生
す
る
天
然
生
の
ア
カ
マ
ツ

で
、
枝
下
高
が
高
く
、
通
直
で
樹
脂
が
少

な
く
材
質
に
優
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
「
大

道
マ
ツ
」
の
大
半
が
松
く
い
虫
の
被
害
に

よ
り
枯
損
し
た
た
め
、
平
成
16
年
度
か
ら

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
大
道
マ
ツ
を

守
る
会
」
等
と
連
携
し
て
再
生
試
験
地
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
平
成
24
年
度
に
発
芽
し
た
稚

樹
が
シ
カ
に
よ
る
食
害
等
の
被
害
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
防
護
ネ
ッ
ト
柵
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
防
護
ネ
ッ
ト
柵
を
点
検
し

た
と
こ
ろ
、
倒
木
で
ネ
ッ
ト
が
一
部
破
損

し
た
り
、
ネ
ッ
ト
を
固
定
し
て
い
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
杭
が
浮
い
て
隙
間
が
で
き
て

い
た
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
５
月
28
日
に

歩
道
の
草
刈
、
ネ
ッ
ト
周
囲
に
繁
茂
し
た

緑の募金箱

作
業
中

作
業
後
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新
た
な
単
木
保
護
資
材
の

成
長
影
響
調
査
を
開
始

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　

現
在
、
国
有
林
・
民
有
林
を
問
わ
ず
、

多
く
の
箇
所
で
シ
カ
や
ノ
ウ
サ
ギ
等
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
、
健
全
な
森
林
造
成
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
被

害
の
防
御
法
の
一
つ
と
し
て
、
植
裁
木
を

食
害
か
ら
守
る
単
木
保
護
資
材
（
い
わ
ゆ

る
「
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
」）
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

単
木
保
護
資
材
は
、
５
～
10
年
程
度

で
生
分
解
す
る
も
の
や
、
施
工
コ
ス
ト

が
安
く
施
工
性
が
高
い
シ
ー
ト
状
の
も

の
等
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従

来
か
ら
使
用
し
て
い
る
資
材
に
加
え
、
近

年
新
た
に
開
発
さ
れ
た
単
木
保
護
資
材
や

当
セ
ン
タ
ー
で
開
発
し
て
い
る
生
分
解
性

シ
ー
ト
の
資
材
に
つ
い
て
、
そ
の
耐
久

性
や
苗
木
成
長
へ
の
影
響
調
査
等
を
開
始

し
ま
し
た
。
な
お
様
々
な
単
木
保
護
資
材

を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
四
国
森
林

管
理
局
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
ま
し

た
。
新
た
に
開
発
さ
れ
た
単
木
保
護
資
材

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
来
局
さ
れ
る
際
に
は

是
非
、
参
考
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ノ
ウ
サ
ギ
被
害
の
軽
減
策
と
し

て
、
製
作
し
た
「
ノ
ウ
サ
ギ
捕
獲
の
た
め
の

く
く
り
わ
な
の
仕
掛
け
方
」
を
、Y

o
u
T
u
b
e

へ
公
開
し
ま
し
た
。

　h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
y
o
u
t
u
b
e
.
c
o
m
/

　w
a
t
c
h
?
v
=
7
H
H
D
l
3
w
o
L
i
U

（
局
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
視
聴
で
き
ま
す
）

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
カ
や
ノ
ウ
サ
ギ

等
の
獣
害
対
策
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
得
ら
れ
た
成
果

等
は
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

雑
木
類
の
伐
採
と
ネ
ッ
ト
の
応
急
処
置
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
柵
の
点
検
・

補
修
を
行
い
、
獣
害
防
止
対
策
を
行
い
、

大
道
マ
ツ
の
保
護
・
育
成
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

試
験
地
で
再
生
し
た
マ
ツ
の
様
子

生
分
解
性
シ
ー
ト
（
不
織
布
）

（
ア
ー
ル
ケ
イ
ウ
ィ
ル
と
共
同
開
発
中
）

単
木
保
護
資
材
展
示
コ
ー
ナ
ー
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〈総務課〉　

　７月１日から７日の間は、令和２年度国家公務員安全週間です。

　災害の根絶を期して、安全管理に関する施策の充実、安全意識の高揚及び安全活動の定着を図り、職員の

安全を確保することによって公務能率の向上に資することとされています。

　四国森林管理局・署（所）において、安全管理体制の充実・強化を図り、日常の安全指導をしっかり行う

とともに、実効性のある安全活動を展開することにより、災害の未然防止に取り組んでまいります。

令和２年度国家公務員安全週間




